
 
 

 

 

 

 

中で意識不明の状態で見つかり、その後死亡した。３人の死因はいずれも「急性循環不全」

工事を発注した秋田県は７日会見し、事故の原因については「３人が硫化水素などの有

う。秋田県警は、作業前の検査でマンホール内に異常がなかったことから、通水テストの

 

 

 
酸素欠乏症・硫化水素中毒での死亡事故は、毎年発生しており、一度発生すると救出作業中の方

も被災する等甚大な被害につながる危険性があります。 

2004年～2023年で、酸素欠乏症で 118名（うち建設業 27名）、硫化

水素中毒で 68名（うち建設業 15名）が亡くなっています。 

酸欠は、換気不良が発生しやすい閉鎖空間等で、金属サビや細菌類の

酸素消費、炭素ガスの発生や、酸素以外の気体に置き換えされて発生す

る場合があります。 

建設業では、井戸・ずい道、換気が悪い暗渠・ピット等の内部作業

や、タンク、プラント等の設備等で酸欠危険場所が広範囲に想定されま

す。裏面の点検表を参考に、当該事故のリスクの確認、対策の徹底をお

願いします。 

酸欠又は有害ガスか 

下水道工事現場で作業員３人が死亡！ 

他山の石の事故事例 

酸欠・硫化水素事故の防止徹底を！ 
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